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寮
・
下
宿

　

日
光
国
立
公
園
に
属
す
る
栃
木
県
日
光
市
奥
日
光
千
手
ケ
原

に
、「
中
央
大
学
奥
日
光
寮
」
が
建
設
さ
れ
た
の
は
、一
九
六
五
（
昭

和
四
十
）年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
学
生
や
教
職
員
に「
奥
日
光
寮
」

と
し
て
親
し
ま
れ
た
こ
の
施
設
は
、
本
学
ほ
か
五
大
学
が
協
力
し

て
建
て
た
共
同
保
養
施
設
で
あ
る
「
奥
日
光
大
学
村
」
の
一
画
を

占
め
る
建
物
で
あ
っ
た
。

　

奥
日
光
に
大
学
村
を
設
置
す
る
計
画
は
、「
学
校
法
人
懇
親
会
」

に
加
盟
す
る
本
学
、
日
本
大
学
、
明
治
大
学
、
早
稲
田
大
学
、
法

政
大
学
、
日
本
歯
科
大
学
、
日
本
医
科
大
学
、
和
洋
女
子
大
学
の

会
合
で
「
東
京
の
学
生
に
は
人
格
陶と

う

冶や

に
必
要
な
恵
ま
れ
た
自
然

環
境
が
少
な
す
ぎ
る
」
と
い
う
話
が
出
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
東
京
近
郊
の
国
立
公
園
で
あ
る
奥
日
光
千
手
ケ
原
の
国
有
林

の
一
部
を
借
用
し
て
共
同
保
養
施
設
を
造
る
と
い
う
構
想
が
具
体

化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

六
二
年
、
大
学
別
に
扇
状
に
区
分
し
て
使
用
す
る
建
設
地
約

六
万
五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
全
大
学
の
共
有
施
設
と
し
て
講
堂
、
食

堂
、
ホ
ー
ル
管
理
室
を
建
て
、
野
外
に
は
ス
タ
ン
ド
を
設
け
て
、

外
ホ
ー
ル
を
造
る
予
定
地
千
五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
二
ヵ
所
が
決

ま
っ
た
。
同
年
九
月
二
十
三
、四
の
両
日
に
は
、
各
大
学
の
理
事

者
に
よ
る
視
察
が
行
わ
れ
、
除
草
・
地
な
ら
し
が
始
め
ら
れ
た
。

　

六
四
年
四
月
に
明
大
・
早
大
が
計
画
か
ら
撤
退
し
、
六
校
に
よ

る
大
学
村
と
な
っ
た
。
五
月
に
は
共
同
施
設
と
な
る
食
堂
・
売
店

の
建
設
が
本
決
ま
り
と
な
り
、
九
月
に
は
木
造
二
階
建
て
の
大
学

セ
ン
タ
ー
が
完
成
、「
財
団
法
人
奥
日
光
大
学
村
」
が
設
立
さ
れ

た
。

　

本
学
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
六
五
年
の
五
月
七
日
に
飯
田
甲
子

郎
・
坂
上
捨
松
両
常
任
理
事
が
現
地
入
り
し
て
地
鎮
祭
が
行
わ

れ
、
本
格
的
に
着
工
し
た
。
七
月
に
は
、
木
造
の
部
分
の
骨
組
み

を
終
了
し
、
ホ
ー
ル
と
な
る
鉄
筋
部
分
の
基
礎
工
事
に
入
り
、
十

月
二
十
八
日
に
竣
工
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
敷
地
六
、五
〇
二
平
方

メ
ー
ト
ル
、
建
物
延
べ
八
四
八
平
方
メ
ー
ト
ル
の
木
造
二
階
（
一

部
鉄
筋
）、
収
容
人
員
は
一
二
〇
人
で
あ
っ
た
。
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奥
日
光
寮

　

こ
の
間
『
中
央
大
学
新
聞
』
は
「
奥
日
光
大
学
村
の
課
題
」
と

い
う
記
事
を
載
せ
、
学
生
数
人
に
奥
日
光
大
学
村
の
存
在
を
知
っ

て
い
る
か
質
問
し
、
大
部
分
の
学
生
が
知
ら
な
い
と
回
答
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、
学
校
と
学
生
の
連
絡
不
徹
底
は
相
互
不
信
を
生
じ

さ
せ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
学
生
間
の
人
間
的
交
流
の
場
と
す
る
こ

と
、
教
授
と
学
生
間
の
交
流
の
場
と
す
る
こ
と
を
提
言
し
て
い

る
。

　

利
用
方
法
に
つ
い

て
は
、
竣
工
後
か
ら

学
生
部
、
保
健
体
育

科
、
学
友
会
な
ど
関

係
者
が
集
ま
っ
て
話

し
合
い
が
も
た
れ
た

が
、
十
二
月
の
学
生

会
館
管
理
問
題
の
全

学
封
鎖
な
ど
の
影
響

で
、
決
定
を
見
る
に

至
ら
ず
、
六
六
年
七

月
よ
う
や
く
一
一
条

か
ら
な
る
「
中
央
大

学
奥
日
光
寮
使
用
規
定
」
が
施
行
さ
れ
た
。
使
用
期
間
は
四
月

十
五
日
か
ら
十
一
月
十
日
ま
で
で
、
交
通
は
日
光
駅
か
ら
バ
ス
で

中
禅
寺
ま
で
行
き
、
七
、八
月
の
間
は
中
禅
寺
湖
か
ら
一
日
一
五

回
の
定
時
運
航
船
で
千
手
ケ
浜
に
渡
り
、
そ
こ
か
ら
徒
歩
二
キ
ロ

の
距
離
で
あ
っ
た
。

　

奥
日
光
寮
は
、
中
禅
寺
湖
、
男
体
山
に
近
く
、
キ
ャ
ン
プ
場
も

散
在
し
、
日
光
東
照
宮
、
華
厳
の
滝
、
戦
場
ケ
原
な
ど
ハ
イ
キ
ン

グ
に
も
適
し
た
豊
か
な
自
然
環
境
・
文
化
環
境
を
有
し
、
数
多
く

の
学
生
・
教
職
員
に
利
用
さ
れ
た
。
八
四
年
七
月
に
は
学
生
課
主

催
の
「
留
学
生
と
楽
し
む
ミ
ニ
ト
リ
ッ
プ
」
と
い
う
セ
ミ
ナ
ー
も

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
財
団
法
人
奥
日
光
大
学
村
の
維
持
費
の
高
騰
と
脱
会

を
希
望
す
る
大
学
が
出
て
き
た
こ
と
か
ら
、
八
五
年
三
月
三
十
一

日
を
も
っ
て
財
団
法
人
が
解
散
さ
れ
た
。
本
学
で
も
、
学
生
厚
生

施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
廃
寮
に
す
る
の
が
適

当
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
た
だ
、
廃
寮
に
あ
た
っ
て
は

原
状
に
復
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
相
当
多
額
の

費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
埼
玉
県
草
加
市
に
教
育
施
設
と
し
て
無

償
寄
付
さ
れ
、
現
在
は
同
市
「
奥
日
光
自
然
の
家
」
と
な
っ
て
い

る
。

中央大学奥日光寮


